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1. 2022年11月期第1四半期の連結業績（2021年12月1日～2022年2月28日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期第1四半期 1,257 57.5 △66 ― △35 ― △38 ―

2021年11月期第1四半期 797 9.1 △162 ― △140 ― △103 ―

（注）包括利益 2022年11月期第1四半期　　△32百万円 （―％） 2021年11月期第1四半期　　△99百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年11月期第1四半期 △22.83 ―

2021年11月期第1四半期 △60.23 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年11月期第1四半期 11,853 8,823 74.4

2021年11月期 12,095 9,004 74.4

（参考）自己資本 2022年11月期第1四半期 8,823百万円 2021年11月期 9,004百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年11月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2022年11月期 ―

2022年11月期（予想） 0.00 ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年11月期の連結業績予想（2021年12月 1日～2022年11月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,068 18.1 0 △100.0 39 △76.8 25 △84.4 14.67

通期 7,090 21.2 246 △32.8 322 △27.7 235 △22.5 138.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年11月期1Q 1,793,000 株 2021年11月期 1,793,000 株

② 期末自己株式数 2022年11月期1Q 138,772 株 2021年11月期 98,762 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年11月期1Q 1,688,009 株 2021年11月期1Q 1,712,820 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四
半期決算短信【添付資料】2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染者の急増により全国的に広くまん延

防止等重点措置が適用され企業活動や個人消費活動が停滞していた中、ロシアによるウクライナ侵攻を契機とした

資源価格の高騰が加わり、景気の先行きがより一層不透明な状況となりました。

発電プラント用バルブの製造販売およびメンテナンスを主要事業とする当社グループの事業環境につきまして

は、世界的にカーボンニュートラルやＳＤＧｓへの動きがある中、エネルギー安定供給への観点から、各国におい

て化石燃料を使用する火力発電事業の必要性について見直しを余儀なくされてきております。また、欧米において

原子力発電を見直す機運が高まっている一方、国内では原子力発電所の再稼働へ向けた具体的な議論の進展がみら

れず、依然として不透明な状況であります。

このような事業環境の中、バルブ製造販売部門では、バングラデシュのＭａｔａｒｂａｒｉ火力発電所１号機、

２号機向けの弁販売を中心に、玄海原子力発電所３号機の特定重大事故等対処施設用弁など国内向けの販売も堅調

に推移した結果、売上高は前年同期を大きく上回ることとなりました。

メンテナンス部門では、女川原子力発電所３号機の機器点検工事、東通原子力発電所１号機の原子炉設備弁点検

工事、能代火力発電所１号機の定検工事、鹿島火力発電所２号機の機器点検工事などの売上を計上しましたが、小

口案件が主体となったため売上高は前年同期より低調に推移いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,257百万円（前年同期比57.5％増）となりました。また、

利益面につきましては、バルブ製造販売部門において採算性の低い案件が多かったことやメンテナンス部門におけ

る売上が小口案件主体となったことから、営業損失66百万円（前年同期は営業損失162百万円）、経常損失35百万

円（前年同期は経常損失140百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失38百万円（前年同期は親会社株主に帰

属する四半期純損失103百万円）となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を適用しております。このため前期比は基準の異なる算定方法に基づいた数値を用いております。詳細につ

いては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ241百万円減少し、11,853百万円と

なりました。この主な要因は、仕掛品が159百万円増加した一方で、現金及び預金が116百万円、受取手形、売掛金

及び契約資産が347百万円それぞれ減少したことによるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ60百万円減少し、3,029百万円となりました。この主な要因は、買掛金が

22百万円、賞与引当金が35百万円増加した一方で、未払費用が96百万円、長期借入金が78百万円それぞれ減少した

ことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ181百万円減少し、8,823百万円となりました。この主な要因は、利益剰

余金が101百万円、自己株式の取得により86百万円それぞれ減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期以降におきましては、バルブ製造販売部門では、東海第二発電所向けの弁販売を中心として、玄海原

子力発電所３号機、４号機向けや島根原子力発電所２号機向けなどの販売を予定しております。メンテナンス部門

では、女川原子力発電所２号機、３号機の点検工事、柏崎刈羽原子力発電所７号機の設備設置工事、福島第一原子

力発電所６号機の原子炉弁点検工事などを予定していることから、期末にかけて売上高が伸長し、それに伴い利益

面も改善していくものと予想しております。従いまして、現時点では2022年１月14日に公表いたしました第２四半

期および通期業績予想数値に変更はありません。

ただし、これらの予想および進捗は今後の受注環境や顧客納期の変更、新型コロナウイルスによる調達品への影

響等、様々な要因により変動する可能性を含んでおります。今後の経過を注視しつつ、開示すべき事象が発生した

場合には速やかにお知らせいたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,893 3,777

受取手形及び売掛金 2,728 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 2,381

製品 122 120

仕掛品 1,263 1,423

原材料 139 145

その他 44 83

流動資産合計 8,192 7,931

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,461 1,449

機械装置及び運搬具（純額） 1,304 1,241

その他（純額） 317 352

有形固定資産合計 3,084 3,042

無形固定資産 32 43

投資その他の資産

投資有価証券 469 515

繰延税金資産 222 235

その他 97 88

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 786 835

固定資産合計 3,903 3,921

資産合計 12,095 11,853

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 206 228

１年内返済予定の長期借入金 312 312

未払費用 265 169

未払法人税等 25 10

賞与引当金 26 61

その他の引当金 17 54

その他 57 82

流動負債合計 911 919

固定負債

長期借入金 1,461 1,382

役員退職慰労引当金 45 32

退職給付に係る負債 672 694

固定負債合計 2,179 2,110

負債合計 3,090 3,029

純資産の部

株主資本

資本金 1,286 1,286

資本剰余金 543 543

利益剰余金 7,463 7,362

自己株式 △299 △386

株主資本合計 8,993 8,806

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 18

退職給付に係る調整累計額 10 △1

その他の包括利益累計額合計 11 17

純資産合計 9,004 8,823

負債純資産合計 12,095 11,853
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年２月28日)

売上高 797 1,257

売上原価 749 1,101

売上総利益 48 155

販売費及び一般管理費

役員報酬 21 24

給料手当及び賞与 68 65

賞与引当金繰入額 10 12

退職給付費用 3 3

役員退職慰労引当金繰入額 1 2

減価償却費 4 5

その他 99 108

販売費及び一般管理費合計 210 221

営業損失（△） △162 △66

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 2

受取賃貸料 6 6

持分法による投資利益 8 19

その他 9 5

営業外収益合計 27 35

営業外費用

支払利息 1 1

減価償却費 0 0

その他 3 2

営業外費用合計 5 4

経常損失（△） △140 △35

税金等調整前四半期純損失（△） △140 △35

法人税、住民税及び事業税 10 5

法人税等調整額 △47 △2

法人税等合計 △37 2

四半期純損失（△） △103 △38

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △103 △38

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年12月１日
　至　2021年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年12月１日

　至　2022年２月28日)

四半期純損失（△） △103 △38

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 18

退職給付に係る調整額 △1 △12

その他の包括利益合計 3 6

四半期包括利益 △99 △32

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △99 △32

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、一定の期間にわたり充足される履行義務については、期間がごく短い工事契約を除き、履行義務

の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識することとしております。ま

た、期間がごく短い工事契約および一時点で充足される履行義務は、完全に履行義務を充足した時点で収益を認

識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合

(インプット法)で算出しており、進捗度が合理的に見積れない場合は合理的に見積ることのできる時まで原価回

収基準により収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響

額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の

当期首残高が29百万円減少しております。また、従来方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の売上高は218

百万円増加し、売上原価は171百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ47

百万円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期

間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表への影

響はありません。

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り及び

当該見積りに用いた仮定について、重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年12月１日　至　2021年２月28日）

当社グループの報告セグメントは「バルブ事業」を主要な事業としており、その他の事業セグメントの重要

性が乏しいため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年12月１日　至　2022年２月28日）

当社グループの報告セグメントは「バルブ事業」を主要な事業としており、その他の事業セグメントの重要

性が乏しいため、記載を省略しております。
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